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数 学 中学２年「確率① ～起こりやすさと確率の求め方～ 」【要点資料】 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投げた回数 
６の目が

出た回数 

６の目が出る

相対度数 

５０ ６ ０．１２０ 

１００ １５ ０．１５０ 

４００ ７４ ０．１８５ 

１０００ １６２ ０．１６２ 

１８００ ３０１ ０．１６７ 

２０００ ３３２ ０．１６６ 

＜めあて＞起こりやすさを考え、確率の求め方を知ろう。 

 

＜まとめ＞・起こりやすさの程度を表す数を、その事柄の起こる確率という。 

・確率の求め方 

起こりやす

さを考える

ときは相対

度数を考え

るとよい 

そこで、サイコロの６の目が出た回数を

調べ相対度数を出してみると・・・ 

徐々に

0.166…

に近づ

いてい

く 

ところで、０．１６６・・を分数で表すと、 

       １ 

       ６ になります。 
このように、ある実験などで起

こり得る場合が何通りもあると

き、その中である事柄の起こり

やすさの程度を表す数を、その

事柄の起こる確率といいます。 

各目が出る 
正しくつくられたサイコロを

使った時など、どの結果が

出ることも同じように期待で

きます。このような時、確率

の学習では、どの結果が起

こることも「同様に確からし

い」といいます。 

確率の求め方です 
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